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[住民の住民による住民のためのサービス]として住民型有償サービスを中津市社会福祉協議会が取

り組み始めたのは、平成４(1992)年頃だったと思います。 

平成２(1990)年から福祉の通信教育を受けていた私に、社協から「高齢社会に向かって住民同志で

支え合う仕組みを考えてみないか」と、依頼がありました。当時私は、５６歳でした。 

私も夫の転勤で沖代校区に移り住んだ住民として、新興

住宅地は、とくに支え合う仕組みが必要と感じていました。   

そして、社協の武下専門員と職員の小野さんと一緒に、埼

玉県志木市が行なっている有償サービスや東京の武蔵野公

社等見学に行かせてもらいました。その後、「中津独自の有

償サービスを作りたい」と、公民館で一緒にボランティア

活動をしていたメンバーの中の 5 人に声をかけました。サ

ービスの料金決め、パンフレット作り、チケット式にする

など、一つ一つ社協と話し合いながら進めました。 

平成７(1995)年２月に沖代どんぐりサービスは、発足しました。 

最初の頃は、「ボランティアが金を貰うんか」と言われたこともありますが、きっと必要になるサービ

スだと思っていました。活動開始から５年後に介護保険制度が始まりましたが、制度では対応できない

ケースも多く、活動は続きました。 

あれから３０年、沖代どんぐりサービ

スは、ご利用者６０名・スタッフ２２名

となり、公的サービスと協力し合いなが

ら、家事や外出など、生活の中の困りご

とを聞き、支援する活動をしています。 

スタッフは、どんぐりサービスの活動

とは別にすずめの家等のボランティア

活動にも参加しています。 

今では、有償サービスグループも増え、沖代の他、大幡、北部、山国、耶馬溪、本耶馬渓、山国、

今津、南部、小楠、如水の１１団体が活動しています。私たちは、一度しかない人生を生きています。

「ここに住んで良かった」と自分も言いたいし、一人でも多くの人の声が聞きたいと思っています。 

～私のノートに書いているメモより～ 

『したいと思う気持ちを持つには、人生には限りが有ることを考える』 

『独りで見る夢は、夢である、人と一緒に見る夢は、現実である』 

パンフレット 

チケット 

沖代どんぐりサービス代表・ケースマネージャー 吉田日出子 
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２ ３ 

沖代小６年生 植山  愛奈
あ い な

 さん 指導：山本書道塾 山本華彩 

知っとこ 

長年、沖代 2 丁目西の民生委員をされてき

た岡田律子さんが、昨年 12 月いっぱいで

退任されました。ありがとうございました。

新しく金只律子さんが1月より民生委員に

なられました。よろしくお願いします。 

編集後記 情報紙「あいがも」は、本年度

より全号カラー印刷で発行するようにいた

しました。見やすく読みやすくなったのでは

ないかと思いますが、いかがでしょうか？ 

今後ともご愛読の程よろしくお願いいた

します。          あいがも広報部 

 

 

 

 

 

沖代校区ネットワーク協議会あいがも 

事務局 

沖代公民館読書室 

水曜日 

１０：００～１２：００ 

 

 NEW チャチャっと ～放課後学習支援活動～ 沖代小学校 
沖代小学校には地域の方 保護者・学識経験者・学校で組織する「学校運営協議会」があり

ます。学校運営協議会の学習支援部会で始めた取り組みが「New チャチャっと」です。 

「New チャチャっと」とは沖代小５年生を対象にして毎月第４水曜日の放課後の 1時間程度、

地域の協力者が集まって子どもの宿題の丸つけをしたり音読を聞いてサインをしたりするという取組

です。子どもの参加は基本的に自由です。ここで学力をつけるというよりは、学習に対する意欲を高

めることを目的にしています。 

協力してくださっている方は学校運営協議会の委員さんが声掛けをして集めた、学生や２０代の

若者から普通の主婦、教員OB等約２０人程度の方々で、その中からその日参加可能な方が来

てくれています。子どもたちも「早めに宿題が終るからうれしい！」とか「いろいろ声をかけてもらってう

れしい！」等好評を得ています。 

今後も協力者がさらに増えた場合のことや対象学年のこと、さらに効果的な運営方法等、学校

運営協議会で検討していきます。「協力できるかも・・・」という方は学校管理職や沖代公民館長、

沖代小学校運営協議会の委員さん等に声をかけて下さい 

今回は、宇都宮さん家(沖代町 1 丁目)のワンちゃんを

紹介します。 

名前～宇都宮 虎徹 

好きな食べ物～りんご 

特徴～人に吠えることは

めったにない、おち

ゃめな性格です。 

○12 月 11 日(木曜日)に「沖代よりあ」を、すずめの家

で行いました。今回は『家族の介護』がテーマでした。 

実際に介護をされている方や介護の事が気になる方が集

まってくれました。こんな事が気になるこんな事があっ

たなど話しがとてもはずみました。最後に「こんな話を

する場所が欲しかった」と言ってくれたので、開催して

よかったなぁ〜と思いました。 

気軽に話せる場所として、また開催したいと思います。 

第 2 層地域支え合い推進員 佐藤 和美 

表彰状（ゴールド賞） 

クラブが立ち上がったのは令和元(2019)年 8 月。翌年には

新型コロナの流行が始まりましたが、週 1 体操を休会すること

なく続け、介護予防の充実と支え合いの地域づくりに貢献した

ということで、表彰されました。おめでとうございます。 

立ち上げの翌年(2020 年)に、あいがもの事務局員みんなで

参加し取材をさせていただき、情報紙第 38 号に掲載しました。 

今後もどうぞがんばってください。 


